
地域ネットにおけるスーパーバイズ
事業について

（小児在宅医療）

資料５



県内 地域密着型連携ネット

■ e-ケアネットそういん
桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町

■ e-ケアネットよっかいち
菰野町、朝日町、川越町、四日市市

■みえる輪ネット
松阪市・伊勢市・鳥羽市・志摩市
尾鷲市・熊野市・明和町・度会町
玉城町・大紀町・多気町・大台町
南伊勢町・紀北町・御浜町・紀宝町

■にじいろネット
津市・鈴鹿市・亀山市・伊賀市・名張市
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医療的ケア児等の計画相談への応援機能
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コーディネータ―研修の構造（理想）
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医療的ケア児・者の地域ネットにおける
スーパーバイズ（SV)機能と メンバー選出

【機能】
各ネット単位で組織するスーパーバイズチームが担う機能
・ア ド バ イ ス 機 能 ： 支援者支援
・コンサルテーション機能： 地域診断・地域創り支援

SVチーム
（構成例）

【メンバー】
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医療的ケアを必要とする障がい児・者（以下「医療的
ケア児・者」という。）とその家族が住み慣れた地域
で安心して過ごせる地域共生社会を目指し、医療的ケ
ア児・者に係る地域ネットワークにおいて組織された
スーパーバイズチームが、医療的ケア児・者に係る地
域の関係者からの要請に応じ、必要なアドバイス（支
援者支援：助言及び指導等）を行うとともに、コンサ
ルテーション（地域づくり：地域の社会資源の診断及
び開発等）を実施する。

スーパーバイズ（SV)実施要綱

趣 旨
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スーパーバイズ（SV)の機能的運用

秘密の保持
事務局及びSVチームの構成員は、SVの実施に当たって知り得

た秘密及び個人情報について、特に留意すること。

⑥
報告

事務局へ連絡⇒申請用紙
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■午前の部

オリエンテーション

スーパーバイザーの視座（講義・GW）

■午後の部

スーパーバイザーの視座をもとに回答書を作
成しよう（GW）

各ネットからの報告

コメントと質疑応答

「地域を創る」講義

■午前の部

オリエンテーション

医療的ケア児等への成長と発達の支援（講義）

■午後の部

共通言語としてICFを使ってみよう（講義）

相談申請書（事例）を元にICFに整理してみよう
（GW）

各ネットからの報告

コメントと質疑応答

開催日時：令和3年1月16日（土）・17日（日）
【AM】9:30～12:20【PM】13:00～15:30

会 場：オンライン形式
受講対象：スーパーバイズチームメンバーとその関係者
講 師：
社会福祉法人 なのはな会 遠山裕湖 氏
淑徳大学看護栄養学部 地域看護学領域 谷口由紀子 氏
GWｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：
独立行政法人 国立病院機構 三重病院 MSW 高村純子 氏
松阪市障がい児・者総合相談センター マーベル 相談支援専門員 島 優子 氏

１日目 ２日目

令和2年度 医療的ケア児・者の地域ネットワークにおける
スーパーバイズ機能推進研修会
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今後の活動

事務局

e-ｹｱﾈｯﾄそういん e-ｹｱﾈｯﾄよっかいち にじいろネット みえる輪ネット

事務局
事務局 事務局

SV１）

メンバー
SV１）

メンバー
SV１）

メンバー
SV１）

メンバー

SVワーキンググループ（仮名）
申請書の見直しや今後の活動について検討 等

各ネットより１～２名で構成

１）スーパーバイズ

なでしこ

全体の事務局：三重大学医学部附属病院小児トータルケアセンター

9


